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１．背景・目的
放射性廃棄物の処分事業における天然現象の取り扱いに際しては、天然現象による影響を受けにくい地域を選定する

とともに影響を考慮した処分施設の設計やそれらに基づいた適切な安全評価が重要となる。これらの重要な事項の検討
に資するためには、天然現象が発端となる、地質環境、処分環境および処分システムの性能への影響を定量的に評価す
る必要があり、そのための具体的な検討として、天然現象が処分場環境に及ぼす影響の道筋を明らかにすること、その
影響を評価するためのモデル・パラメータを整備すること、天然現象の影響を考慮した処分場の安全評価を行うことが
求められる。
これらの検討課題に対応するため、(独)日本原子力研究開発機構（JAEA）では、処分場の地質環境の条件を温度 (Ther-

mal)、水理 (Hydrological)、力学 (Mechanical)および化学 (Chemical)（以下「THMC」とする）で代表的に表現し、天然
現象が地質環境へ与える影響をこの４つの環境要素 THMCに着目して整理し、それに基づいて処分場へ伝搬する影響を
定量的に評価する作業フレームを構築した。この作業フレームは、天然現象発生プロセスの記述から核種移行解析計算
までを段階的に進める検討手順を整えたものである（核燃料サイクル開発機構、2005）。
これまで、地質環境の長期安定性研究において収集・整理した既存の火山の研究あるいは温泉や地熱開発の調査データ

などを THMC情報として整理し、「処分場からやや離れた所に火山活動が起こった場合の処分システムへの影響につい
ての道筋の整理やそれに基づく評価体系に関する検討」を行ってきた（川村ほか、2006）。これらの検討を通じて、天然
現象による地層処分システムの安全性への影響を定量的に評価するため、天然現象と THMCとの関係を整理すること、
さらには、THMCの変化と処分システムの性能に係るパラメータ（核種移行パラメータ）の変化との関係を把握するこ
との重要性が指摘された。
本発表では、天然現象と THMCとの関係をわかりやすく整理するための方法と、整理された THMCの変化と核種移

行パラメータの関係の整理手法について報告する。
２．報告内容
天然現象と THMCとの関係をわかりやすく整理する方法として、実際の天然現象の発生様式や規模などの特性と THMC

にかかわる情報を地球科学的知見に基づき、2次元マトリクス上に展開し整理することとした。このような整理により、
地球科学の分野で既に取得されているデータや知見を地層処分システムの性能評価の観点から整理することが可能とな
り、評価に必要となる情報の過不足等を明らかにすることができた。
一方、THMCの変化と核種移行パラメータの関係の整理においても、上記と同様の取り扱いを検討した。対象となる

主要な核種移行パラメータは、ガラス溶解速度、核種の溶解度および岩盤並びに緩衝材の拡散係数と分配係数である。今
回の整理においては、特に核種移行パラメータが大きく変化すると考えられる温度（T）と化学（C）に着目することと
し、特に化学（C）については、具体的な影響因子として、pH、酸化還元電位（Eh）、地下水あるいは岩石中の間隙水の
溶存成分濃度、岩盤の鉱物組成等が考えられるため、これらの影響因子と核種移行パラメータを 2次元マトリクス上で展
開して関連する情報を整理することとした。このような整理により天然現象の影響を定量的に評価するために必要とな
る核種移行パラメータに関する情報の過不足等を明らかにすることができた。なお、上記の情報の整理においては、コ
ンピュータ利用による情報管理システムを適用した。
これらの情報の整理を効率的なものにするためには、地層処分システムの安全評価の観点から、研究の知見やデータ

の意義、それらを取得する優先順位などを判断する必要がある。感度解析等により得られる処分システムの安全性に対
する核種移行パラメータの影響特性や重要度の情報は、このような優先順位などの判断に資するものである。そのため、
今後は、感度解析等により得られる核種移行パラメータの影響特性や重要度に関する情報なども活用していく。
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